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二
松
学
舎
大
学
宋
明
資
料
輪
読
会
里
仁
篇
班

中
　
根
　
公
　
雄

序
　
言

本
稿
は
、『
陽
明
学
』
第
三
十
二
号
（
二
松
學
舍
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
令
和
四
年
三
月
刊
）
に
掲
載

の
「『
朱
子
語
類
』
巻
二
六
～
巻
二
九
訳
注
（
二
〇
）」
の
続
稿
で
あ
る
。
本
訳
注
（
二
一
）
は
巻
二
七
里
仁
篇
下
「
子
曰
參
乎
章
」
を
検
討
し
、

報
告
す
る
。
訳
注
（
一
）
の
巻
頭
に
記
し
た
「
序
言
」「
凡
例
」
は
、
原
則
と
し
て
本
稿
に
お
い
て
も
踏
襲
し
て
い
る
の
で
、（
一
）
を
参
照
さ

れ
た
い
。
な
お
、
割
注
は
、
小
字
と
せ
ず
に
【　

】
に
入
れ
た
。

輪
読
会
里
仁
篇
班
の
参
加
者
は
、
石
原
伸
一
（
茨
城
高
等
学
校
・
中
学
校
教
諭
）、
岡
野
康
幸
（
群
馬
医
療
福
祉
大
学
専
任
講
師
）、
小
幡
敏

行
（
横
浜
市
立
大
学
教
授
）、
久
米
晋
平
（
秀
明
大
学
専
任
講
師
）、
中
根
公
雄
（
二
松
學
舍
大
学
非
常
勤
講
師
）
で
あ
る
。

各
条
の
担
当
者
は
、
巻
二
七
里
仁
篇
下
「
子
曰
參
乎
章
」（
里
15
・
51
～
53
）
が
中
根
公
雄
で
あ
る
。

『
朱
子
語
類
』
巻
二
六
～
巻
二
九
訳
注
（
二
一
）
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『
朱
子
語
類
』
巻
二
七
　
論
語
九
　
里
仁
篇
下

［
里
15
］
子
曰
參
乎
章

子
曰
、
參
乎
、
吾
道
一
以
貫
之
。
曾
子
曰
、
唯
。【
參
、
所
金
反
。
唯
、
上
聲
。
○
參
乎
者
、
呼
曾
子
之
名
而
告
之
。
貫
、
通
也
。
唯
者
、
應

之
速
而
無
疑
者
也
。
聖
人
之
心
、
渾
然
一
理
、
而
泛
應
曲
當
、
用
各
不
同
。
曾
子
於
其
用
處
、
蓋
已
隨
事
精
察
而
力
行
之
、
但
未
知
其
體
之
一

爾
。
夫
子
知
其
眞
積
力
久
、
將
有
所
得
。
是
以
呼
而
告
之
。
曾
子
果
能
默
契
其
指
。
卽
應
之
速
而
無
疑
也
。】
子
出
。
門
人
問
曰
、
何
謂
也
。

曾
子
曰
、
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
。【
盡
己
之
謂
忠
、
推
己
之
謂
恕
。
而
已
矣
者
、
竭
盡
而
無
餘
之
辭
也
。
夫
子
之
一
理
渾
然
而
泛
應
曲
當
、

譬
則
天
地
之
至
誠
無
息
、
而
萬
物
各
得
其
所
也
。
自
此
之
外
、
固
無
餘
法
。
而
亦
無
待
於
推
矣
。
曾
子
有
見
於
此
、
而
難
言
之
。
故
借
學
者
盡

己
推
己
之
目
、
以
著
明
之
。
欲
人
之
易
曉
也
。
蓋
至
誠
無
息
者
、
道
之
體
也
。
萬
殊
之
所
以
一
本
也
。
萬
物
各
得
其
所
者
、
道
之
用
也
。
一
本

之
所
以
萬
殊
也
。
以
此
觀
之
、
一
以
貫
之
之
實
可
見
矣
。
或
曰
、
中
心
爲
忠
、
如
心
爲
恕
。
於
義
亦
通
。
○
程
子
曰
、
以
己
及
物
仁
也
。
推
己

及
物
恕
也
。
違
道
不
遠
是
也
。
忠
恕
一
以
貫
之
。
忠
者
天
道
、
恕
者
人
道
。
忠
者
無
妄
、
恕
者
所
以
行
乎
忠
也
。
忠
者
體
、
恕
者
用
。
大
本
達

道
也
。
此
與
違
道
不
遠
異
者
、
動
以
天
爾
。
又
曰
、
維
天
之
命
、
於
穆
不
已
、
忠
也
。
乾
道
變
化
、
各
正
性
命
、
恕
也
。
又
曰
、
聖
人
敎
人
、

各
因
其
才
。
吾
道
一
以
貫
之
、
惟
曾
子
爲
能
達
此
。
孔
子
所
以
告
之
也
。
曾
子
告
門
人
曰
、
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
已
矣
。
亦
猶
夫
子
之
告
曾
子

也
。
中
庸
所
謂
忠
恕
違
道
不
遠
、
斯
乃
下
學
上
達
之
義
。】

［
里
15
・
51
／
二
七
・
五
十
一
］

本
　
文
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今
有
一
種
學
者
、
愛
說
某
自
某
月
某
日
有
一
箇
悟
處
後
、
便
覺
不
同
。
及
問
他
如
何
地
悟
、
又
却
不
說
。
便
是
曾
子
傳
夫
子
一
貫
之
道
、
也
須

可
說
、
也
須
有
箇
來
歷
、
因
做
甚
麼
工
夫
、
聞
甚
麼
說
話

（
１
）

、
方
能
如
此
。
今
若
云
都
不
可
說
、
只
是
截
自
甚
月
甚
日
爲
始
、
已
前
都
不
是
、
已

後
都
是
、
則
無
此
理
。
已
前
也
有
是
時
、
已
後
也
有
不
是
時
。
蓋
人
心
存
亡
之
決
、
只
在
一
息
之
閒
、
此
心
常
存
則
皆
是
、
此
心
才
亡
便
不
是
。

聖
賢
敎
人
、
亦
只
據
眼
前
便
著

（
２
）
實
做
將
去
。
孟
子
猶
自
說
箇
存
心
、
養
性
。
若
孔
子
則
亦
不
說
此
樣
話
、
但
云
學
而
時
習
之
、
入
則
孝
、
出
則

弟
（
３
）

、
謹
而
信
、
汎

（
４
）

愛
衆
而
親
仁
、
君
子
食
無
求
飽
、
居
無
求
安
、
敏
於
事
、
愼

（
５
）

於
言
、
就
有
道
而
正
焉
。
顏
淵
問
仁
、
則
曰
、
非
禮
勿
視
、
非

禮
勿
聽
、
非
禮
勿
言
、
非
禮
勿
動
。
仲
弓
問
仁
、
則
曰
、
出
門
如
見
大
賓
、
使
民
如
承
大
祭
。
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
。
司
馬
牛
問
仁
、
則
曰
、

仁
者
其
言
也
訒
。
據
此
一
語
、
是
司
馬
牛
己
分
上
欠
闕
底
。
若
使
他
從
此
著

（
６
）

實
做
將
去
、
做
得
徹
時
、
亦
自
到
他
顏
冉
地
位
。
但
學
者
初
做
時
、

固
不
能
無
閒
斷
。
做
來
做
去
、
做
到
徹
處
、
自
然
純
熟
、
自
然
光
明
。
如
人
喫
飯
相
似
、
今
日
也
恁
地
喫
、
明
日
也
恁
地
喫
。
一
刻
便
有
一
刻

工
夫
、
一
時
便
有
一
時
工
夫
、
一
日
便
有
一
日
工
夫
。
豈
有
截
自
某
日
爲
始
、
前
段
都
不
是
、
後
段
都
是
底
道
理
。
又
如
曾
子
未
聞
一
貫
之
說

時
、
亦
豈
全
無
是
處
。
他
也
須
知
得
爲
人
臣
、
止
於
敬
、
爲
人
子
、
止
於
孝
、
爲
人
父
、
止
於
慈
、
與
國
人
交
、
止
於
信
。
如
何
是
敬
、
如
何

是
孝
、
如
何
是
慈
、
如
何
是
信
、
件
件
都
實
理
會
得
了
、
然
後
件
件
實
做
將
去
。
零
零
碎
碎
、
煞（

７
）
著

（
８
）
了
工
夫
、
也
細

（
９
）
摸
得
箇
影
了
、
只
是
爭
些

小
在
。
及
聞
一
貫
之
說
、
他
便
於
言
下
將
那
實
心
來
承
當
得
、
體
認
得
平
日
許
多
工
夫
、
許
多
樣
事
、
千
頭
萬
緒
、
皆
是
此
箇
實
心
做
將
出
來
。

却（
（1
（

如
人
有
一
屋
錢
散
放
在
地
上
、
當
下
將
一
條
索
子
都
穿
貫
了
。
而
今
人
元
無
一
文
錢
、
却
也
要
學
他
去
穿
、
這
下
穿
一
穿
、
又
穿
不
著（

（1
（

、
那

下
穿
一
穿
、
又
穿
不
著（

（1
（

、
似
恁
爲
學
、
成
得
箇
甚
麼
邊
事
。
如
今
誰
不
解
說
一
以
貫
之
。
但
不
及
曾
子
者
、
蓋
曾
子
是
箇
實
底
一
以
貫
之
、
如

今
人
說
者
、
只
是
箇
虛
底
一
以
貫
之
耳
。
誠
者
物
之
終
始
、
不
誠
無
物
。
孔
子
曰
、
言
忠
信
、
行
篤
敬
、
雖
蠻
貊
之
邦
行
矣
。
言
不
忠
信
、
行

不
篤
敬
、
雖
州
里
行
乎
哉
。
立
則
見
其
參
於
前
也
、
在
輿
則
見
其
倚
於
衡
也
、
夫
然
後
行
。
只
此
是
學
、
只
爭
箇
做
得
徹
與
不
徹
耳
。
孟
子
曰
、

服
堯
之
服
、
誦
堯
之
言
、
行
堯
之
行
、
是
堯
而
已
矣
。
服
桀
之
服
、
誦
桀
之
言
、
行
桀
之
行
、
是
桀
而
已
矣
。【
廣
】
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校
　
勘

（
1
）
做
甚
麼
工
夫
、
聞
甚
麼
說
話
―
「
做
甚
麼
工
夫
、
聞
甚
麼
說
話
」
は
、
楠
本
本
は
「
做
甚
麼
說
話
」
に
作
る
。

（
2
）
著
―
「
著
」
は
、
正
中
書
局
本
・
和
刻
本
・
楠
本
本
は
「
着
」
に
作
る
。

（
3
）
弟
―
「
弟
」
は
、
楠
本
本
は
「
悌
」
に
作
る
。

（
4
）
汎
―
「
汎
」
は
、
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
本
・
和
刻
本
・
楠
本
本
は
「
泛
」
に
作
る
。

（
5
）
愼
―
「
愼
」
は
、
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
本
・
和
刻
本
・
楠
本
本
は
「
謹
」
に
作
る
。

（
6
）
著
―
「
著
」
は
、
正
中
書
局
本
・
和
刻
本
・
楠
本
本
は
「
着
」
に
作
る
。

（
7
）
煞
―
「
煞
」
は
、
楠
本
本
は
「

」
に
作
る
。

（
8
）
著
―
「
著
」
は
、
正
中
書
局
本
・
和
刻
本
・
楠
本
本
は
「
着
」
に
作
る
。

（
9
）
細
―
「
細
」
は
、
楠
本
本
は
「
約
」
に
作
る
。

（
10
）
却
―
「
却
」
は
、
正
中
書
局
本
・
朝
鮮
整
版
本
・
和
刻
本
・
楠
本
本
は
「
恰
」
に
作
る
。

（
11
）
著
―
「
著
」
は
、
正
中
書
局
本
・
和
刻
本
・
楠
本
本
は
「
着
」
に
作
る
。

（
12
）
著
―
「
著
」
は
、
正
中
書
局
本
・
和
刻
本
・
楠
本
本
は
「
着
」
に
作
る
。

訓
　
読

今 

一
種
の
學
者
有
り
、
某

そ
れ
が
し

は
某
月
某
日
に
一
箇
の
悟
る
處
有
る
よ
り
後
、
便
ち
同
じ
か
ら
ざ
る
を
覺
ゆ
と
愛よ

く
說
く
。
他
に
如い

何か

地ん

し
て

悟
る
か
を
問
ふ
に
及
ぶ
も
、
又
却
て
說
か
ず
。
便た

是と

ひ
曾
子 

夫
子
一
貫
の
道
を
傳
ふ
る
も
、
也ま

た
須

か
な
ら

ず
說
く
べ
く
、
也
た
須
ず
箇
の
來
歷
有

り
て
、
因
り
て
甚な

麼ん

の
工
夫
を
か
做
し
、
甚
麼
の
說
話
を
か
聞
き
て
、
方は

じ

め
て
能
く
此
の
如
し
。
今 

若
し
都す

べ

て
說
く
べ
か
ら
ず
と
云
は
ば
、

只た
是
だ
甚
月
甚
日
よ
り
截た

ち
て
始
め
と
爲
し
、
已
前
は
都
て
是ぜ

な
ら
ず
、
已
後
は
都
て
是
と
せ
ば
、
則
ち
此
の
理
無
し
。
已
前
も
也
た
是
な
る
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時
有
り
、
已
後
も
也
た
是
な
ら
ざ
る
時
有
り
。
蓋
し
人
心
存
亡
の
決
は
、
只
だ
一
息
の
閒
に
在
る
の
み
に
し
て
、
此
の
心 

常
に
存
す
れ
ば
則

ち
皆
是
な
り
、
此
の
心 

才わ
づ

か
に
亡
け
れ
ば
便
ち
是
な
ら
ず
。
聖
賢
の
人
を
敎
ふ
る
も
、
亦
た
只
だ
眼
前
に
據
り
て
便
ち
著
實
に
做
し
將も

ち
去
く
。

孟
子
は
猶な
自
ほ
箇
の
心
を
存
し
、性
を
養
ふ
と
說
く

（
１
）

。
孔
子
の
若
き
は
則
ち
亦
た
此
の
樣
の
話
を
說
か
ず
、但
だ「
學
び
て
時
に
之
を
習
ふ

（
２
）

」、「
入

り
て
は
則
ち
孝
、
出
で
て
は
則
ち
弟
、
謹
み
て
信
、
汎
く
衆
を
愛
し
て
仁
に
親
し
む

（
３
）
」、「
君
子
は
食 

飽
く
こ
と
を
求
む
る
無
く
、
居 

安
き
を

求
む
る
無
く
、
事
に
敏
に
し
て
、
言
に
愼
み
、
有
道
に
就
き
て
正
す

（
４
）

」
と
云
ふ
の
み
。
顏
淵 

仁
を
問
へ
ば
、
則
ち
曰
は
く
、「
禮
に
非
ざ
れ
ば

視
る
こ
と
勿
れ
、
禮
に
非
ざ
れ
ば
聽
く
こ
と
勿
れ
、
禮
に
非
ざ
れ
ば
言
ふ
こ
と
勿
れ
、
禮
に
非
ざ
れ
ば
動
く
こ
と
勿
れ
」
と

（
５
）

。
仲
弓 

仁
を
問

へ
ば
、
則
ち
曰
は
く
、「
門
を
出
で
て
は
大
賓
を
見
る
が
如
く
し
、
民
を
使
ふ
に
は
大
祭
を
承
く
る
が
如
く
す
。
己
の
欲
せ
ざ
る
所
は
、
人
に

施
す
こ
と
勿
れ
」
と

（
６
）

。
司
馬
牛 

仁
を
問
へ
ば
、
則
ち
曰
は
く
、「
仁
者
は
其
の
言
や
訒
な
り
」
と

（
７
）

。
此
の
一
語
に
據
れ
ば
、
是
れ
司
馬
牛
の
己

が
分
上
の
欠
闕
の
底も

の

な
り

（
８
）
。
若も
使
し
他 

此
に
從
ひ
て
著
實
に
做
し
將
ち
去
き
、
做
し
得
て
徹
る
時
は
、
亦
た
自
か
ら
他か

の
顏
冉
の
地
位
に
到

ら
ん

（
９
）

。
但
だ
學
者 

初
め
て
做
す
時
は
、
固
よ
り
閒
斷
無
き
能
は
ず
。
做
し
來
り
做
し
去
き
、
做
し
到
り
て
徹
る
處
は
、
自
然
に
し
て
純
熟
し
、

自
然
に
し
て
光
明
な
り
。
人
の
飯
を
喫
ふ
が
如
く
相
ひ
似
た
り
、
今
日
も
也
た
恁
地
に
喫
ひ
、
明
日
も
也
た
恁
地
に
喫
ふ
。
一
刻
に
は
便
ち
一

刻
の
工
夫
有
り
、
一
時
に
は
便
ち
一
時
の
工
夫
有
り
、
一
日
に
は
便
ち
一
日
の
工
夫
有
り
。
豈
に
某
日
よ
り
截
ち
て
始
め
と
爲
し
、
前
段
は
都

て
是
な
ら
ず
、
後
段
は
都
て
是
な
る
底の

道
理
有
ら
ん
や
。
又 

曾
子
未
だ
一
貫
の
說
を
聞
か
ざ
る
時
の
如
き
も
、
亦
た
豈
に
全
く
是
な
る
處
無

か
ら
ん
や
。
他
も
也
た
須
ず
「
人
の
臣
と
爲
り
て
は
、
敬
に
止
ま
り
、
人
の
子
と
爲
り
て
は
、
孝
に
止
ま
り
、
人
の
父
と
爲
り
て
は
、
慈
に
止

ま
り
、
國
人
と
交
は
り
て
は
、
信
に
止
ま
る（

（1
（

」
は
、
如
何
に
せ
ば
是
れ
敬
な
る
か
、
如
何
に
せ
ば
是
れ
孝
な
る
か
、
如
何
に
せ
ば
是
れ
慈
な
る

か
、
如
何
に
せ
ば
是
れ
信
な
る
か
を
知
得
し
、
件
件
都
て
實
に
理
會
し
得
て
了
は
り
て
、
然
る
後
に
件
件
實
に
做
し
將
ち
去
く
。
零
零
碎
碎
、

煞は
な
は

だ
工
夫
を
著
け
了
は
り
、
也
た
細
か
に
箇
の
影
を
摸
し
得
て
了
は
れ
ば
、
只
是
だ
些
小
を
爭
ふ
。
一
貫
の
說
を
聞
く
に
及
び
て
、
他
は
便
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ち
言
下
に
於
て
那
の
實
心
を
將
ち
來
り
て
承
當
し
得
て
、
平
日
の
許
多
の
工
夫
、
許
多
の
樣
事
を
體
認
し
得
て
、
千
頭
萬
緒
、
皆み

是な

此
の
箇
の

實
心
の
做
し
將
ち
出
し
來
る
。
却
て
人
に
一
屋
の
錢
有
り
て
散
放
し
て
地
上
に
在
り
、
當
下
に
一
條
の
索
子
を
將
て
都
て
穿
貫
し
了
は
る
が
如

し
。
而
今 
人 
元
よ
り
一
文
の
錢
無
く
、
却
て
也
た
他
を
學
び
去
き
て
穿
た
ん
こ
と
を
要も

と

め
、
這
下
に
一
穿
を
穿
つ
も
、
又 

穿
ち
著
け
ず
、
那

下
に
一
穿
を
穿
つ
も
、
又 

穿
ち
著
け
ず
、
恁か

く

の
似ご

と

く
學
を
爲
す
は
、
箇
の
甚
麼
邊
の
事
を
か
成
し
得
ん
。
如
今 

誰
か
「
一
以
て
之
を
貫
く
」

と
說
く
を
解
せ
ざ
ら
ん
。
但
だ
曾
子
に
及
ば
ざ
る
者
は
、
蓋
し
曾
子
は
是
れ
箇
の
實
底の

「
一
以
て
之
を
貫
く
」
な
る
も
、
如
今
の
人
の
說
く
者

は
、
只
是
だ
箇
の
虛
底
「
一
以
て
之
を
貫
く
」
の
み
。「
誠
は
物
の
終
始
、
誠
な
ら
ざ
れ
ば
物
無
し
」
と（

（1
（

。
孔
子
曰
は
く
、「
言
は
忠
信
、
行
は

篤
敬
な
れ
ば
、
蠻
貊
の
邦
と
雖
も
行
は
れ
ん
。
言
は
忠
信
な
ら
ず
、
行
は
篤
敬
な
ら
ざ
れ
ば
、
州
里
と
雖
も
行
は
れ
ん
や
。
立
て
ば
則
ち
其
の

前
に
參
ず
る
を
見
る
な
り
、
輿
に
在
れ
ば
則
ち
其
の
衡
に
倚
る
を
見
る
な
り
、
夫
れ
然
る
後
に
行
は
れ
ん
」
と（

（1
（

。
只
だ
此こ
是
の
學
は
、
只
だ
箇

の
做
し
得
て
徹
る
と
徹
ら
ざ
る
と
を
爭
ふ
の
み
。
孟
子
曰
は
く
、「
堯
の
服
を
服
し
、
堯
の
言
を
誦
し
、
堯
の
行
ひ
を
行
は
ば
、
是
れ
堯
の
み
。

桀
の
服
を
服
し
、
桀
の
言
を
誦
し
、
桀
の
行
ひ
を
行
は
ば
、
是
れ
桀
の
み
」
と（

（1
（

。【
輔
廣（

（1
（

】

口
語
訳

い
ま
あ
る
種
の
学
ぶ
者
は
、
私
は
某
月
某
日
に
悟
っ
て
か
ら
、（
悟
る
前
と
）
違
っ
て
い
る
と
感
じ
る
と
言
い
た
が
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
人

に
ど
の
よ
う
に
悟
っ
た
か
と
質
問
す
る
と
、
何
も
話
さ
な
い
。
た
と
え
曾
子
が
夫
子
一
貫
の
道
を
伝
え
た
と
し
て
、
必
ず
説
明
で
き
、
き
っ
と

い
き
さ
つ
も
有
る
は
ず
で
、
そ
れ
に
よ
り
何
ら
か
の
工
夫
を
し
、
何
ら
か
の
話
を
聞
い
て
、
初
め
て
そ
の
よ
う
に
出
来
る
。
今
も
し
全
く
説
明

で
き
な
い
と
い
う
な
ら
、
何
月
何
日
を
以
て
始
め
と
し
て
、
そ
れ
以
前
は
全
く
正
し
く
な
く
、
そ
れ
以
後
は
全
て
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

ん
な
道
理
は
な
い
。
以
前
に
も
正
し
い
時
が
あ
り
、
以
後
に
も
正
し
く
な
い
時
が
あ
る
。
思
う
に
人
の
心
の
存
亡
は
、
わ
ず
か
な
間
に
存
す
る
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の
で
あ
っ
て
、
こ
の
心
が
常
に
あ
れ
ば
全
て
正
し
く
、
こ
の
心
が
無
く
な
る
と
正
し
く
な
い
。
聖
賢
が
人
を
教
え
る
に
は
、
た
だ
眼
前
の
こ
と

に
基
づ
い
て
着
実
に
行
う
。
孟
子
は
な
お
心
を
存
し
、
性
を
養
う
と
説
く
。
孔
子
の
場
合
は
こ
の
種
の
話
を
説
か
ず
、
た
だ
「
学
び
て
時
に
之

を
習
ふ
」、「
入
り
て
は
則
ち
孝
、
出
で
て
は
則
ち
弟
、
謹
み
て
信
、
汎
く
衆
を
愛
し
て
仁
に
親
し
む
」、「
君
子
は
食 

飽
く
こ
と
を
求
む
る
無
く
、

居 

安
き
を
求
む
る
無
く
、
事
に
敏
に
し
て
、
言
に
慎
み
、
有
道
に
就
き
て
正
す
」
と
言
う
の
み
で
あ
る
。
顏
淵
が
仁
を
問
う
と
、「
礼
に
非
ざ

れ
ば
視
る
こ
と
勿
れ
、
礼
に
非
ざ
れ
ば
聴
く
こ
と
勿
れ
、
礼
に
非
ざ
れ
ば
言
ふ
こ
と
勿
れ
、
礼
に
非
ざ
れ
ば
動
く
こ
と
勿
れ
」
と
。
仲
弓
が
仁

を
問
う
と
、「
門
を
出
で
て
は
大
賓
を
見
る
が
如
く
し
、
民
を
使
ふ
に
は
大
祭
を
承
く
る
が
如
く
す
。
己
の
欲
せ
ざ
る
所
は
、
人
に
施
す
こ
と

勿
れ
」
と
。
司
馬
牛
が
仁
を
問
う
と
、「
仁
者
は
其
の
言
や
訒
な
り
」
と
。
こ
の
言
葉
に
拠
れ
ば
、
そ
れ
が
司
馬
牛
自
身
に
欠
け
て
い
た
も
の

で
あ
る
。
も
し
彼
が
こ
の
語
に
従
っ
て
着
実
に
行
っ
て
い
き
、
そ
う
し
て
徹
底
し
た
時
は
、
自
然
に
あ
の
顏
淵
や
冉
伯
牛
の
境
地
に
な
る
だ
ろ

う
。
た
だ
学
ぶ
者
が
始
め
た
当
初
は
、
確
か
に
ど
う
し
て
も
間
断
が
生
じ
て
し
ま
う
。
繰
り
返
し
行
っ
て
、
そ
う
し
て
徹
底
し
た
時
に
は
、
自

然
に
熟
達
し
、
自
然
に
公
明
正
大
に
な
る
。
ち
ょ
う
ど
人
が
食
事
を
す
る
よ
う
な
も
の
で
、
今
日
も
こ
う
し
て
食
べ
、
明
日
も
そ
う
し
て
食
べ

る
。
一
刻
に
は
一
刻
の
工
夫
が
あ
り
、
一
時
に
は
一
時
の
工
夫
が
あ
り
、
一
日
に
は
一
日
の
工
夫
が
あ
る
。
ど
う
し
て
某
日
よ
り
始
め
と
し
て
、

以
前
は
全
く
正
し
く
な
く
、
以
後
は
全
て
正
し
い
と
す
る
道
理
が
有
る
だ
ろ
う
か
、
そ
ん
な
こ
と
は
無
い
。
さ
ら
に
曾
子
が
ま
だ
一
貫
の
説
を

聞
か
な
か
っ
た
時
も
、
ど
う
し
て
全
く
正
し
い
と
こ
ろ
が
無
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
彼
も
必
ず
「
人
の
臣
と
為
り
て
は
、
敬
に
止
ま
り
、
人
の
子

と
為
り
て
は
、
孝
に
止
ま
り
、
人
の
父
と
為
り
て
は
、
慈
に
止
ま
り
、
国
人
と
交
は
り
て
は
、
信
に
止
ま
る
」
と
、
ど
う
す
れ
ば
敬
で
あ
る
か
、

ど
う
す
れ
ば
孝
で
あ
る
か
、
ど
う
す
れ
ば
慈
で
あ
る
か
、
ど
う
す
れ
ば
信
で
あ
る
か
を
知
り
、
一
つ
一
つ
全
て
着
実
に
分
か
っ
て
、
は
じ
め
て

一
つ
一
つ
着
実
に
行
っ
て
い
く
。
こ
ま
ご
ま
と
大
い
に
工
夫
を
し
て
、
ま
た
仔
細
に
探
っ
た
な
ら
ば
、
も
う
少
し
の
と
こ
ろ
と
な
る
。
一
貫
の

説
を
聞
く
に
至
っ
て
、
彼
は
一
言
の
下
に
あ
の
誠
実
な
心
で
応
じ
る
こ
と
が
で
き
、
不
断
の
数
多
の
工
夫
、
数
多
の
事
柄
を
理
解
す
る
こ
と
が
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で
き
て
、
複
雑
な
事
も
、
み
な
こ
の
誠
実
な
心
で
行
っ
て
き
た
。
た
と
え
ば
人
に
部
屋
中
い
っ
ぱ
い
の
銭
が
バ
ラ
バ
ラ
に
下
に
あ
っ
て
、
直
ち

に
一
本
の
紐
で
全
て
貫
き
通
す
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
今
、
も
と
も
と
一
文
の
銭
も
無
い
の
に
、
曾
子
を
ま
ね
て
穿
と
う
と
し
、
こ
っ
ち
で
穿

と
う
と
し
て
も
、
穿
て
ず
、
あ
っ
ち
で
穿
と
う
と
し
て
も
、
穿
て
ず
、
そ
う
や
っ
て
学
問
を
し
て
も
、
何
を
成
し
遂
げ
ら
れ
よ
う
か
。
今
や
誰

で
も
「
一
以
て
之
を
貫
く
」
を
解
説
す
る
。
し
か
し
曾
子
に
及
ば
な
い
者
、
思
う
に
曾
子
は
着
実
な
「
一
以
て
之
を
貫
く
」
で
あ
る
が
、
今
の

人
が
説
く
の
は
、
た
だ
空
虚
な
「
一
以
て
之
を
貫
く
」
に
過
ぎ
な
い
。「
誠
は
物
の
終
始
、
誠
な
ら
ざ
れ
ば
物
無
し
」
と
。
孔
子
曰
は
く
、「
言

は
忠
信
、
行
は
篤
敬
な
れ
ば
、
蠻
貊
の
邦
と
雖
も
行
は
れ
ん
。
言
は
忠
信
な
ら
ず
、
行
は
篤
敬
な
ら
ざ
れ
ば
、
州
里
と
雖
も
行
は
れ
ん
や
。
立

て
ば
則
ち
其
の
前
に
參
ず
る
を
見
る
な
り
、
輿
に
在
れ
ば
則
ち
其
の
衡
に
倚
る
を
見
る
な
り
、
夫
れ
然
る
後
に
行
は
れ
ん
」
と
。
た
だ
学
問
は
、

徹
底
し
て
行
え
る
か
徹
底
し
な
い
か
の
差
に
他
な
ら
な
い
。
孟
子
曰
は
く
、「
堯
の
服
を
服
し
、
堯
の
言
を
誦
し
、
堯
の
行
ひ
を
行
は
ば
、
是

れ
堯
の
み
。
桀
の
服
を
服
し
、
桀
の
言
を
誦
し
、
桀
の
行
ひ
を
行
は
ば
、
是
れ
桀
の
み
」
と
。【
輔
廣
錄
】

注（
1
）
孟
子
は
…
と
説
く
―
「
孟
子
猶
自
說
箇
存
心
、
養
性
」
は
、『
孟
子
』
尽
心
上
篇
第
一
章
に
「
孟
子
曰
、
盡
其
心
者
知
其
性
也
。
知
其
性
則
知
天
矣
。
存
其
心
、

養
其
性
、
所
以
事
天
也
。
殀
壽
不
貳
、
修
身
以
俟
之
、
所
以
命
立
也
」
と
あ
り
、『
集
注
』
は
、
心
に
は
「
心
者
人
之
神
明
、
所
以
具
衆
理
而
應
萬
事
者
也
」、

性
に
は
「
性
則
心
之
所
具
之
理
」
と
注
し
、
ま
た
存
・
養
を
「
存
、
謂
操
而
不
舍
。
養
、
謂
順
而
不
害
」
と
注
す
る
。
さ
ら
に
朱
熹
は
「
愚
謂
、
盡
心
知

性
而
知
天
、
所
以
造
其
理
也
。
存
心
養
性
以
事
天
、
所
以
履
其
事
也
。
不
知
其
理
、
固
不
能
履
其
事
。
然
徒
造
其
理
而
不
履
其
事
、
則
亦
無
以
有
諸
己
矣
」

と
注
す
る
。

（
2
）
學
び
て
…
を
習
ふ
―
「
學
而
時
習
之
」
は
、『
論
語
』
学
而
篇
第
一
章
に
「
子
曰
、
學
而
時
習
之
、
不
亦
説
乎
。
有
朋
自
遠
方
來
、
不
亦
樂
乎
。
人
不
知
而

不
慍
、不
亦
君
子
乎
」
と
あ
り
、『
集
注
』
に
は
「
學
之
爲
言
效
也
。
人
性
皆
善
、而
覺
有
先
後
。
後
覺
者
必
效
先
覺
之
所
爲
、乃
可
以
明
善
而
復
其
初
也
。
習
、

鳥
數
飛
也
。
學
之
不
已
、
如
鳥
數
飛
也
。
説
、
喜
意
也
。
既
學
而
又
時
時
習
之
、
則
所
學
者
熟
、
而
中
心
喜
説
、
其
進
自
不
能
已
矣
。
程
子
曰
、
習
、
重
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習
也
。
時
復
思
繹
、
浹
洽
於
中
、
則
説
也
。
又
曰
、
學
者
將
以
行
之
也
、
時
習
之
則
所
學
者
在
我
。
故
説
。
謝
氏
曰
、
時
習
者
、
無
時
而
不
習
。
坐
如
尸
、

坐
時
習
也
。
立
如
齊
、
立
時
習
也
」
と
注
す
る
。

（
3
）
入
り
て
…
親
し
む
―
「
入
則
孝
、
出
則
弟
、
謹
而
信
、
汎
愛
衆
而
親
仁
」
は
、『
論
語
』
学
而
篇
第
六
章
に
「
子
曰
、
弟
子
入
則
孝
、
出
則
弟
。
謹
而
信
。

汎
愛
衆
而
親
仁
。
行
有
餘
力
則
以
學
文
」
と
あ
り
、『
集
注
』
に
は
「
謹
者
、
行
之
有
常
也
。
信
者
、
言
之
有
實
也
。
汎
、
廣
也
。
衆
、
謂
衆
人
。
親
、
近
也
。

仁
、
謂
仁
者
。
餘
力
、
猶
言
暇
日
。
以
、
用
也
。
文
、
謂
詩
書
六
藝
之
文
。
○
程
子
曰
、
爲
弟
子
之
職
、
力
有
餘
則
學
文
。
不
修
其
職
而
先
文
、
非
爲
己

之
學
也
。
尹
氏
曰
、
德
行
本
也
、
文
藝
末
也
。
窮
其
本
末
、
知
所
先
後
、
可
以
入
德
矣
。
洪
氏
曰
、
未
有
餘
力
而
學
文
、
則
文
滅
其
質
。
有
餘
力
而
不
學
文
、

則
質
勝
而
野
。
愚
謂
、
力
行
而
不
學
文
、
則
無
以
考
聖
賢
之
成
法
、
識
事
理
之
當
然
、
而
所
行
或
出
於
私
意
。
非
但
失
之
於
野
而
已
」
と
注
す
る
。

（
4
）
君
子
は
…
て
正
す
―
「
君
子
食
無
求
飽
、
居
無
求
安
、
敏
於
事
、
愼
於
言
、
就
有
道
而
正
焉
」
は
、『
論
語
』
学
而
篇
第
十
四
章
に
「
子
曰
、
君
子
食
無
求
飽
、

居
無
求
安
、
敏
於
事
、
而
愼
於
言
、
就
有
道
而
正
焉
。
可
謂
好
學
也
已
」
と
あ
り
、『
集
注
』
に
は
「
不
求
安
飽
者
、
志
有
在
而
不
暇
及
也
。
敏
於
事
者
、

勉
其
所
不
足
。
愼
於
言
者
、
不
敢
盡
其
所
有
餘
也
。
然
猶
不
敢
自
是
而
必
就
有
道
之
人
、
以
正
其
是
非
、
則
可
謂
好
學
矣
。
凡
言
道
者
、
皆
謂
事
物
當
然

之
理
、
人
之
所
共
由
者
也
。
○
尹
氏
曰
、
君
子
之
學
、
能
是
四
者
、
可
謂
篤
志
力
行
者
矣
。
然
不
取
正
於
有
道
、
未
免
有
差
。
如
楊
墨
學
仁
義
而
差
者
也
。

其
流
至
於
無
父
無
君
。
謂
之
好
學
可
乎
」
と
注
す
る
。

（
5
）
顏
淵
仁
…
勿
れ
」
と
―
「
顏
淵
問
仁
、
則
曰
、
非
禮
勿
視
、
非
禮
勿
聽
、
非
禮
勿
言
、
非
禮
勿
動
」
は
、『
論
語
』
顏
淵
篇
第
一
章
に
「
顏
淵
問
仁
。
子
曰
、

克
己
復
禮
爲
仁
。
一
日
克
己
復
禮
、
天
下
歸
仁
焉
。
爲
仁
由
己
、
而
由
人
乎
哉
。
顏
淵
曰
、
請
問
其
目
。
子
曰
、
非
禮
勿
視
、
非
禮
勿
聽
、
非
禮
勿
言
、

非
禮
勿
動
。
顏
淵
曰
、
囘
雖
不
敏
、
請
事
斯
語
矣
」
と
あ
り
、『
集
注
』
に
は
「
目
、
條
件
也
。
顏
淵
聞
夫
子
之
言
、
則
於
天
理
人
欲
之
際
、
已
判
然
矣
。

故
不
復
有
所
疑
問
而
直
請
其
條
目
也
。
非
禮
者
、
己
之
私
也
。
勿
者
、
禁
止
之
辭
。
是
人
心
之
所
以
爲
主
而
勝
私
復
禮
之
機
也
。
私
勝
、
則
動
容
周
旋
無

不
中
禮
、
而
日
用
之
閒
莫
非
天
理
之
流
行
矣
。
事
、
如
事
事
之
事
。
請
事
斯
語
、
顏
子
默
識
其
理
、
又
自
知
其
力
有
以
勝
之
。
故
直
以
爲
己
任
而
不
疑
也
。

○
程
子
曰
、
顏
淵
問
克
己
復
禮
之
目
。
子
曰
、
非
禮
勿
視
、
非
禮
勿
聽
、
非
禮
勿
言
、
非
禮
勿
動
。
四
者
身
之
用
也
。
由
乎
中
而
應
乎
外
。
制
於
外
、
所

以
養
其
中
也
。
顏
淵
事
斯
語
、
所
以
進
於
聖
人
。
後
之
學
聖
人
者
、
宜
服
膺
而
勿
失
也
。
因
箴
以
自
警
。
其
視
箴
曰
、
心
兮
本
虛
、
應
物
無
迹
。
操
之
有
要
。

視
爲
之
則
。
蔽
交
於
前
、
其
中
則
遷
。
制
之
於
外
以
安
其
内
。
克
己
復
禮
、
久
而
誠
矣
。
其
聽
箴
曰
、
人
有
秉
彝
、
本
乎
天
性
。
知
誘
物
化
、
遂
亡
其
正
。

卓
彼
先
覺
知
止
有
定
。
閑
邪
存
誠
、
非
禮
勿
聽
。
其
言
箴
曰
、
人
心
之
動
因
言
以
宣
。
發
禁
躁
妄
、
内
斯
靜
專
。
矧
是
樞
機
、
興
戎
出
好
、
吉
凶
榮
辱
惟

其
所
召
。
傷
易
則
誕
、
傷
煩
則
支
。
己
肆
物
忤
、
出
悖
來
違
。
非
法
不
道
、
欽
哉
訓
辭
。
其
動
箴
曰
、
哲
人
知
幾
、
誠
之
於
思
。
志
士
勵
行
、
守
之
於
爲
。

順
理
則
裕
、
從
欲
惟
危
。
造
次
克
念
、
戰
兢
自
持
。
習
與
性
成
、
聖
賢
同
歸
。
愚
按
、
此
章
問
答
、
乃
傳
授
心
法
、
切
要
之
言
。
非
至
明
不
能
察
其
幾
、

非
至
健
不
能
致
其
決
。
故
惟
顏
子
得
聞
之
。
而
凡
學
者
亦
不
可
以
不
勉
也
。
程
子
之
箴
、
發
明
親
切
、
學
者
尤
宜
深
玩
」
と
注
す
る
。

（
6
）
仲
弓
仁
…
勿
れ
」
と
―
「
仲
弓
問
仁
、
則
曰
、
出
門
如
見
大
賓
、
使
民
如
承
大
祭
。
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
」
は
、『
論
語
』
顏
淵
篇
第
二
章
に
「
仲
弓
問
仁
。
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子
曰
、
出
門
如
見
大
賓
、
使
民
如
承
大
祭
。
己
所
不
欲
、
勿
施
於
人
。
在
邦
無
怨
、
在
家
無
怨
。
仲
弓
曰
、
雍
雖
不
敏
、
請
事
斯
語
矣
」
と
あ
り
、『
集
注
』

に
は
「
敬
以
持
己
、
恕
以
及
物
、
則
私
意
無
所
容
而
心
德
全
矣
。
内
外
無
怨
、
亦
以
其
效
言
之
、
使
以
自
考
也
。
○
程
子
曰
、
孔
子
言
仁
、
只
説
出
門
如

見
大
賓
、
使
民
如
承
大
祭
。
看
其
氣
象
、
便
須
心
廣
體
胖
、
動
容
周
旋
中
禮
。
唯
謹
獨
便
是
守
之
之
法
。
或
問
、
出
門
使
民
之
時
、
如
此
可
也
。
未
出
門

使
民
之
時
、
如
之
何
。
曰
、
此
儼
若
思
時
也
。
有
諸
中
而
後
見
於
外
。
觀
其
出
門
使
民
之
時
、
其
敬
如
此
、
則
前
乎
此
者
、
敬
可
知
矣
。
非
因
出
門
使
民
、

然
後
有
此
敬
也
。
愚
按
、
克
己
復
禮
、
乾
道
也
。
主
敬
行
恕
、
坤
道
也
。
顏
冉
之
學
、
其
高
下
淺
深
、
於
此
可
見
。
然
學
者
誠
能
從
事
於
敬
恕
之
閒
而
有

得
焉
、
亦
將
無
己
之
可
克
矣
」
と
注
す
る
。

（
7
）
司
馬
牛
…
な
り
」
と
―
「
司
馬
牛
問
仁
、
則
曰
、
仁
者
其
言
也
訒
」
は
、『
論
語
』
顏
淵
篇
第
三
章
に
「
司
馬
牛
問
仁
。
子
曰
、
仁
者
其
言
也
訒
。
曰
、
其

言
也
訒
、
斯
謂
之
仁
已
乎
。
子
曰
、
爲
之
難
。
言
之
得
無
訒
」
と
あ
り
、『
集
注
』
に
は
「
訒
、
忍
也
、
難
也
。
仁
者
心
存
而
不
放
。
故
其
言
若
有
所
忍
而

不
易
發
。
蓋
其
德
之
一
端
也
。
夫
子
以
牛
多
言
而
躁
、
故
告
之
以
此
。
使
其
於
此
而
謹
之
。
則
所
以
爲
仁
之
方
、
不
外
是
矣
」「
牛
意
、
仁
道
至
大
、
不
但

如
夫
子
之
所
言
。
故
夫
子
又
告
之
以
此
。
蓋
心
常
存
、
故
事
不
苟
。
事
不
苟
、
故
其
言
自
有
不
得
而
易
者
。
非
強
閉
之
而
不
出
也
。
楊
氏
曰
、
觀
此
及
下

章
再
問
之
語
、
牛
之
易
其
言
可
知
。
○
程
子
曰
、
雖
爲
司
馬
牛
多
言
故
及
此
、
然
聖
人
之
言
亦
止
此
爲
是
。
愚
謂
、
牛
之
爲
人
如
此
。
若
不
告
之
以
其
病

之
所
切
、
而
泛
以
爲
仁
之
大
槩
語
之
、
則
以
彼
之
躁
、
必
不
能
深
思
以
去
其
病
、
而
終
無
自
以
入
德
矣
。
故
其
告
之
如
此
。
蓋
聖
人
之
言
、
雖
有
高
下
大

小
之
不
同
、
然
其
切
於
學
者
之
身
、
而
皆
爲
入
德
之
要
、
則
又
初
不
異
也
。
讀
者
其
致
思
焉
」
と
注
す
る
。

（
8
）
此
の
一
…
底
な
り
―
「
據
此
一
語
、
是
司
馬
牛
己
分
上
欠
闕
底
」
と
あ
る
司
馬
牛
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
は
、『
論
語
』
顏
淵
篇
第
三
章
の
『
集
注
』
に
「
多

言
而
躁
」
と
あ
る
。
本
条
注
（
7
）
に
既
出
（
そ
の
注
（
7
）
を
参
照
）。
そ
れ
を
指
す
か
。

（
9
）
亦
た
自
…
到
ら
ん
―
「
亦
自
到
他
顏
冉
地
位
」
の
「
顏
冉
」
は
、
顔
回
（
子
淵
）
と
冉
耕
（
伯
牛
）。「
地
位
」
は
、『
論
語
』
先
進
篇
第
二
章
に
「
子
曰
、

從
我
於
陳
蔡
者
、
皆
不
及
門
也
。
德
行
、
顏
淵
、
閔
子
騫
、
冉
伯
牛
、
仲
弓
。
言
語
、
宰
我
、
子
貢
。
政
事
、
冉
有
、
季
路
。
文
學
、
子
游
、
子
夏
」
と

あ
り
、
顏
淵
と
冉
伯
牛
と
を
徳
行
に
長
ず
る
者
と
し
て
並
べ
称
し
て
い
る
。

（
10
）
人
の
臣
…
止
ま
る
―
「
爲
人
臣
、
止
於
敬
、
爲
人
子
、
止
於
孝
、
爲
人
父
、
止
於
慈
、
與
國
人
交
、
止
於
信
」
は
、『
大
學
章
句
』
第
三
章
に
「
詩
云
、
穆

穆
文
王
、
於
緝
煕
敬
止
。
爲
人
君
、
止
於
仁
。
爲
人
臣
、
止
於
敬
。
爲
人
子
、
止
於
孝
。
爲
人
父
、
止
於
慈
。
與
國
人
交
、
止
於
信
」
と
あ
る
。
朱
子
は
「
詩
、

文
王
之
篇
。
穆
穆
、
深
遠
之
意
。
於
、
歎
美
辭
。
緝
、
繼
續
也
。
煕
、
光
明
也
。
敬
止
、
言
其
無
不
敬
而
安
所
止
也
。
引
此
而
言
聖
人
之
止
無
非
至
善
。

五
者
乃
其
目
之
大
者
也
。
學
者
於
此
究
其
精
微
之
蘊
、
而
又
推
類
以
盡
其
餘
、
則
於
天
下
之
事
、
皆
有
以
知
其
所
止
而
無
疑
矣
」
と
注
す
る
。

（
11
）
誠
は
物
…
無
し
」
と
―
「
誠
者
物
之
終
始
、
不
誠
無
物
」
は
、『
中
庸
章
句
』
第
二
十
五
章
に
見
え
る
語
。「
誠
者
自
成
也
。
而
道
自
道
也
。
誠
者
物
之
終
始
、

不
誠
無
物
。
是
故
君
子
誠
之
爲
貴
。
誠
者
非
自
成
己
而
已
也
、
所
以
成
物
也
。
成
己
仁
也
。
成
物
知
也
。
性
之
德
也
。
合
外
内
之
道
也
。
故
時
措
之
宜
也
」

と
あ
り
、
朱
子
は
「
言
誠
者
物
之
所
以
自
成
、
而
道
者
人
之
所
當
自
行
也
。
誠
以
心
言
、
本
也
。
道
以
理
言
、
用
也
」、「
天
下
之
物
皆
實
理
之
所
爲
。
故
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必
得
是
理
、
然
後
有
是
物
。
所
得
之
理
既
盡
、
則
是
物
亦
盡
而
無
有
矣
。
故
人
之
心
一
有
不
實
、
則
雖
有
所
爲
、
亦
如
無
有
。
而
君
子
必
以
誠
爲
貴
也
。

蓋
人
之
心
能
無
不
實
、
乃
爲
有
以
自
成
。
而
道
之
在
我
者
、
亦
無
不
行
矣
」、「
誠
雖
所
以
成
己
、
然
旣
有
以
自
成
、
則
自
然
及
物
、
而
道
亦
行
於
彼
矣
。

仁
者
體
之
存
、
知
者
用
之
發
。
是
皆
吾
性
之
固
有
而
無
内
外
之
殊
。
旣
得
於
己
、
則
見
於
事
者
、
以
時
措
之
而
皆
得
其
宜
也
」
と
注
す
る
。

（
12
）
孔
子
曰
…
れ
ん
」
と
―
「
孔
子
曰
、
言
忠
信
、
行
篤
敬
、
雖
蠻
貊
之
邦
行
矣
。
言
不
忠
信
、
行
不
篤
敬
、
雖
州
里
行
乎
哉
。
立
則
見
其
參
於
前
也
、
在
輿

則
見
其
倚
於
衡
也
、
夫
然
後
行
」
は
、『
論
語
』
衞
靈
公
篇
第
五
章
に
「
子
張
問
行
。
子
曰
、
言
忠
信
、
行
篤
敬
、
雖
蠻
貊
之
邦
行
矣
。
言
不
忠
信
、
行
不

篤
敬
、
雖
州
里
行
乎
哉
。
立
則
見
其
參
於
前
也
。
在
輿
則
見
其
倚
於
衡
也
。
夫
然
後
行
。
子
張
書
諸
紳
」
と
あ
り
、『
集
注
』
に
は
「
子
張
意
在
得
行
於
外
。

故
夫
子
反
於
身
而
言
之
。
猶
答
干
祿
問
達
之
意
也
。
篤
、
厚
也
。
蠻
、
南
蠻
。
貊
、
北
狄
。
二
千
五
百
家
爲
州
」「
其
者
、
指
忠
信
篤
敬
而
言
。
參
、
讀
如

毋
往
參
焉
之
參
。
言
與
我
相
參
也
。
衡
、
軛
也
。
言
其
於
忠
信
篤
敬
、
念
念
不
忘
、
隨
其
所
在
、
常
若
有
見
、
雖
欲
頃
刻
離
之
而
不
可
得
。
然
後
一
言
一

行
自
然
不
離
於
忠
信
篤
敬
、
而
蠻
貊
可
行
也
」「
紳
、
大
帶
之
垂
者
。
書
之
、
欲
其
不
忘
也
。
○
程
子
曰
、
學
要
鞭
辟
近
裏
著
己
而
已
。
博
學
而
篤
志
、
切

問
而
近
思
、
言
忠
信
、
行
篤
敬
、
立
則
見
其
參
於
前
、
在
輿
則
見
其
倚
於
衡
、
即
此
是
學
。
質
美
者
明
得
盡
、
査
滓
便
渾
化
、
却
與
天
地
同
體
。
其
次
惟

莊
敬
以
持
養
之
。
及
其
至
則
一
也
」
と
注
す
る
。

（
13
）
孟
子
曰
…
の
み
」
と
―
「
孟
子
曰
、
服
堯
之
服
、
誦
堯
之
言
、
行
堯
之
行
、
是
堯
而
已
矣
。
服
桀
之
服
、
誦
桀
之
言
、
行
桀
之
行
、
是
桀
而
已
矣
」
は
、『
孟

子
』
告
子
下
篇
第
二
章
の
「
曹
交
問
曰
、
人
皆
可
以
爲
堯
舜
。
有
諸
」
に
答
え
た
孟
子
の
語
に
見
え
る
。『
集
注
』
は
「
言
爲
善
爲
惡
皆
在
我
而
已
。
詳
曹

交
之
問
、
淺
陋
麤
率
、
必
其
進
見
之
時
、
體
貌
衣
冠
言
動
之
閒
、
多
不
循
禮
。
故
孟
子
告
之
如
此
兩
節
云
」
と
注
す
る
。

（
14
）
廣
―
「
廣
」
は
、
輔
廣
。
輔
廣
は
本
訳
注
（
一
九
）
の
（
里
15
・
24
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
1
）
を
参
照
）。

［
里
15
・
52
／
二
七
・
五
十
二

（
１
）
］

本
　
文

江
西
學
者
偏
要
說
甚
自
得
、
說
甚
一
貫
。
看
他
意
思
、
只
是
揀
一
箇
儱
侗
底
說
話
、
將
來
籠
罩
、
其
實
理
會
這
箇
道
理
不
得
。
且
如
曾
子
日
用

閒
做
了
多
少
工
夫
、
孔
子
亦
是
見
他
於
事
事
物
物
上
理
會
得
這
許
多
道
理
了
、
却
恐
未
知
一
底
道
理
在
、
遂
來
這
裏
提
醒

（
２
）

他
。
然
曾
子
却
是
已

有
這
本
領
、
便
能
承
當
。
今
江
西
學
者
實
不
曾
有
得
這
本
領
、
不
知
是
貫
箇
甚
麼
。
嘗
譬
之
、
一
便
如
一
條
索
、
那
貫
底
物
事
、
便
如
許
多
散
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錢
。
須
是
積
得
這
許
多
散
錢
了
、
却
將
那
一
條
索
來
一
串
穿
、
這
便
是
一
貫
。
若
陸
氏
之
學
、
只
是
要
尋
這
一
條
索
、
却
不
知
道
都
無
可
得
穿
。

且
其
爲
說
、
喫
緊
是
不
肯
敎
人
讀
書
、
只
恁
地
摸
索
悟
處
。
譬
如
前
面
有
一
箇
關
、
纔

（
３
）

跳
得
過
這
一
箇
關
、
便
是
了
。
此
煞
壞
學
者
。
某
老
矣
、

日
月
無
多
。
方
待
不
說
破
來
、
又
恐
後
人
錯
以
某
之
學
亦
與
他
相
似
。
今
不
柰
何
、
苦
口
說
破
。
某
道
他
斷
然
是
異
端
。
斷
然
是
曲
學
。
斷
然

非
聖
人
之
道
。
但
學
者
稍
肯
低
心
向
平
實
處
下
工
夫
、
那
病
痛
亦
不
難
見
。

校
　
勘

（
1
）
本
条
は
、
楠
本
本
「
子
曰
參
乎
章
」
に
は
無
い
。

（
2
）
醒
―
「
醒
」
は
、
正
中
書
局
本
は
「
省
」
に
作
る
。

（
3
）
纔
―
「
纔
」
は
、
朝
鮮
整
版
本
は
「
才
」
に
作
る
。

訓
　
読

江
西
の
學
者

（
１
）

は
偏

ひ
と
へ

に
甚な

ん

の
自
得
を
説
き
、
甚
の
一
貫
を
說
か
ん
こ
と
を
要も

と

む
。
他
の
意
思
を
看
る
に
、
只た
是
だ
一
箇
の
儱
侗
底の

說
話
を
揀え

ら

び
、

將も

ち
來
り
て
籠
罩
す
る
の
み
に
し
て
、
其
の
實
は
這
箇
の
道
理
を
理
會
し
得
ず
。
且た

如と

へ
ば
曾
子
の
日
用
の
閒
に
多
少
の
工
夫
を
做
し
了
は
り
、

孔
子
も
亦
た
是
れ
他
の
事
事
物
物
上
に
於
い
て
這
の
許
多
の
道
理
を
理
會
し
得
了
は
る
を
見
る
も
、
却
て
未
だ
一
底
道
理
の
在
る
を
知
ら
ざ
る

を
恐
れ
、
遂
に
這
裏
に
來
り
て
他
を
提
醒
す
。
然
ど
も
曾
子
は
却か

へ
つ是

て
已
に
這
の
本
領
有
れ
ば
、
便
ち
能
く
承
當
す
。
今
の
江
西
の
學
者
は
實

に
曾
て
這
の
本
領
を
得
る
有
ら
ず
、
知
ら
ず
、
是
れ
箇
の
甚
麼
を
貫
く
や
。
嘗
て
之
を
譬
ふ
る
に
、
一
は
便
ち
一
條
の
索
の
如
く
、
那
の
貫
く

底も
の

の
物
事
は
、
便
ち
許
多
の
散
錢
の
如
し
、
と
。
須す

べ
か是
ら
く
這
の
許
多
の
散
錢
を
積
み
得
て
了
は
る
べ
く
し
て
、
却
て
那
の
一
條
の
索
を
將
ち
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來
り
て
一
串
に
穿
つ
、
這
れ
便す

な
は是

ち
一
貫
な
り
。
陸
氏
の
學

（
２
）

の
若
き
は
、
只
是
だ
這
の
一
條
の
索
を
尋
ぬ
る
を
要
む
る
の
み
に
し
て
、
却
て
都

て
得
て
穿
つ
べ
き
こ
と
無
き
を
知し
道
ら
ず
。
且
つ
其
の
說
爲
る
や
、
喫
緊
な
る
は
是
れ
肯
へ
て
人
を
し
て
書
を
讀
ま
し
め
ず
、
只
だ
恁
地
に
悟

る
處
を
摸
索
す
る
の
み
。
譬た

如と

へ
ば
前
面
に
一
箇
の
關
有
り
、
纔
か
に
這
の
一
箇
の
關
を
跳
び
得
て
過
ぐ
れ
ば
、
便
是
ち
了
は
る
。
此
れ
煞は

な
は

だ
學
者
を
壞や

ぶ

る
。
某

そ
れ
が
し 

老
い
た
り
、
日
月 

多
き
こ
と
無
し
。
方
に
說
破
し
來
ら
ざ
る
を
待
つ
も
、
又
後
人
の
錯

あ
や
ま

り
て
某
の
學
を
以
て
亦
た

他
と
相
ひ
似
た
り
と
せ
ん
こ
と
を
恐
る
。
今
は
柰
何
と
も
せ
ず
、
苦
口
し
て
說
破
す
。
某 

道
は
ん
、
他
は
斷
然
と
し
て
是
れ
異
端
な
り
。
斷

然
と
し
て
是
れ
曲
學
な
り
。
斷
然
と
し
て
聖
人
の
道
に
非
ず
、
と
。
但
だ
學
者
は
稍や

や 

肯
へ
て
心
を
低
く
し
て
平
實
の
處
に
向
か
ひ
て
工
夫
を

下
さ
ば
、
那か

の
病
痛
も
亦
た
見
難
か
ら
ず
。（

３
）

口
語
訳

江
西
の
学
ぶ
者
は
ひ
た
す
ら
自
得
を
説
き
、
一
貫
を
説
こ
う
と
す
る
。
か
れ
ら
の
考
え
を
見
て
み
る
と
、
た
だ
漠
然
と
し
た
話
を
選
ん
で
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
丸
め
込
む
ば
か
り
で
、
実
際
は
こ
の
道
理
を
理
解
で
き
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
曾
子
は
ふ
だ
ん
の
行
い
に
多
く
の
修
行
を
し
、

孔
子
も
ま
た
彼
が
あ
ら
ゆ
る
物
事
に
お
い
て
多
く
の
道
理
を
理
解
で
き
て
い
る
こ
と
を
分
か
っ
て
い
た
が
、
ま
だ
一
の
道
理
の
在
る
こ
と
を
知

ら
な
い
の
を
恐
れ
て
、
か
く
て
こ
こ
に
お
い
て
彼
を
気
付
か
せ
た
。
し
か
し
曾
子
は
も
う
已
に
こ
の
技
量
が
有
っ
た
の
で
、
承
知
で
き
た
。
今

の
江
西
の
学
ぶ
者
は
実
際
は
少
し
も
こ
の
技
量
を
も
っ
て
な
く
、
何
を
貫
く
と
い
う
の
か
。
以
前
に
こ
の
こ
と
を
譬
え
た
こ
と
が
あ
る
、
一
は

一
本
の
紐
、
あ
の
貫
く
物
事
は
、
多
く
の
ば
ら
銭
の
よ
う
で
あ
る
、
と
。
必
ず
こ
の
多
く
の
ば
ら
銭
を
積
ん
で
か
ら
、
そ
の
上
で
あ
の
一
本
の

紐
で
も
っ
て
ひ
と
さ
し
に
貫
く
、
こ
れ
こ
そ
一
貫
で
あ
る
。
陸
氏
の
学
な
ど
は
、
た
だ
こ
の
一
本
の
紐
を
探
そ
う
と
す
る
ば
か
り
で
、
か
え
っ

て
全
く
貫
け
な
い
の
を
知
ら
な
い
。
そ
の
上
そ
の
説
と
い
う
の
も
、
大
切
な
の
は
人
に
書
を
読
ま
せ
よ
う
と
は
せ
ず
、
た
だ
悟
る
こ
と
を
手
探
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り
す
る
ば
か
り
。
譬
え
る
と
前
方
に
関
所
が
あ
り
、
こ
の
関
所
を
飛
び
越
え
ら
れ
れ
ば
、
そ
れ
で
よ
い
と
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

極
め
て
学
ぶ
者
を
そ
こ
な
う
。
そ
れ
が
し
は
年
を
と
り
、
時
間
も
多
く
は
残
っ
て
い
な
い
。
論
破
し
な
い
で
お
こ
う
と
す
る
の
も
、
後
世
の
人

が
誤
っ
て
そ
れ
が
し
の
学
問
を
彼
と
似
か
よ
っ
て
い
る
と
す
る
の
を
恐
れ
る
。
今
は
や
む
を
得
ず
、
苦
言
を
呈
す
る
。
彼
は
断
じ
て
異
端
で
あ

り
、
断
じ
て
曲
学
で
あ
り
、
断
じ
て
聖
人
の
道
で
は
な
い
と
言
お
う
。
た
だ
学
ぶ
者
は
気
持
ち
を
静
め
て
平
易
着
実
な
と
こ
ろ
に
お
い
て
修
行

を
積
め
ば
、
あ
の
欠
点
も
分
か
り
や
す
い
は
ず
だ
。

注（
1
）
江
西
の
學
者
―
「
江
西
學
者
」
は
、
陸
象
山
の
学
派
を
指
す
。
陸
象
山
は
、
名
は
九
淵
、
字
は
子
静
、
象
山
は
号
。
撫
州
金
谿
（
江
西
省
）
の
人
。
一
一

三
九
―
一
一
九
二
。
象
山
の
思
想
の
特
徴
は
、「
四
方
上
下
曰
宇
、
往
古
來
今
曰
宙
。
宇
宙
便
是
吾
心
、
吾
心
即
是
宇
宙
。
千
萬
世
之
前
、
有
聖
人
出
焉
、

同
此
心
、
同
此
理
也
。
千
萬
世
之
後
、
有
聖
人
出
焉
、
同
此
心
、
同
此
理
也
。
東
南
西
北
海
、
有
聖
人
出
焉
、
同
此
心
、
同
此
理
也
」（『
陸
象
山
先
生
全
集
』

巻
二
十
二
「
雜
説
」）、「
宇
宙
内
事
是
己
分
内
事
、
己
分
内
事
是
宇
宙
内
事
」（
同
前
）
と
あ
る
よ
う
に
、
心
（
本
心
）
を
重
視
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
心

の
重
視
は
、
経
書
に
つ
い
て
「
學
苟
知
本
、
六
經
皆
我
註
脚
」（
巻
三
十
四
「
語
録
」）「
六
經
我
註
、
我
註
六
經
」（
同
前
）
と
、
六
経
は
わ
が
心
の
注
釈

で
あ
る
と
説
く
。
明
の
王
陽
明
は
、『
陸
象
山
全
集
』
の
序
文
に
「
聖
人
之
學
心
學
也
」
と
述
べ
て
象
山
を
顕
彰
し
て
い
る
。
さ
ら
に
象
山
は
、
朱
子
の
「
性

即
理
」
に
対
し
て
「
蓋
心
一
心
也
、
理
一
理
也
。
至
當
歸
一
、
精
義
無
二
。
此
心
此
理
、
實
不
容
有
二
」（
巻
一
「
與
曾
宅
之
」）、「
四
端
者
即
此
心
也
。

天
之
所
以
與
我
者
、
即
此
心
也
。
人
皆
有
是
心
。
心
皆
具
是
理
。
心
即
理
也
」（
巻
十
一
「
與
李
宰
、
二
」）
と
、「
心
即
理
」
の
立
場
を
主
張
す
る
。
朱
子

と
の
学
問
方
法
の
相
違
を
象
山
は
、
江
西
省
鉛
山
の
鵝
湖
寺
で
の
会
合
、
い
わ
ゆ
る
鵝
湖
の
会
の
際
の
詩
「
墟
墓
興
哀
宗
廟
欽　

斯
人
千
古
不
磨
心　

涓

流
積
至
（
滴
到
）
滄
溟
水　

拳
石
崇
成
泰
華
岑　

易
簡
工
夫
終
久
大　

支
離
事
業
竟
浮
沈　

欲
知
自
下
升
高
處 　

眞
僞
先
須
辨
只
今
」（
巻
二
十
五
「
鵝
湖

和
敎
授
兄
韻
」、
巻
三
十
四
「
語
録
」）
の
中
で
、
自
己
の
学
を
「
易
簡
の
工
夫
」、
朱
子
の
学
を
「
支
離
の
事
業
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
朱
子
は
、
象

山
の
学
問
に
対
し
て
、
本
条
の
「
斷
然
是
異
端
。
斷
然
是
曲
學
。
斷
然
非
聖
人
之
道
」
と
言
う
以
外
に
、「
問
、
象
山
言
本
立
而
道
生
、
多
却
而
字
。
曰
、

聖
賢
言
語
一
歩
是
一
歩
。
近
來
一
種
議
論
、
只
是
跳
躑
。
初
則
兩
三
歩
做
一
歩
、
甚
則
十
數
歩
作
一
歩
、
又
甚
則
千
百
歩
作
一
歩
。
所
以
學
之
者
皆
顚
狂
」

（
李
方
子
錄
、『
語
類
』
巻
百
二
十
四
）、「
子
靜
尋
常
與
吾
人
説
話
、
會
避
得
箇
禪
字
。
及
與
其
徒
、
却
只
説
禪
」（
孫
自
修
錄
、
同
前
）
な
ど
と
評
し
て
い
る
。
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（
2
）
陸
氏
の
學
―
「
陸
氏
之
學
」
は
、
陸
氏
は
陸
象
山
。
陸
象
山
と
そ
の
学
に
つ
い
て
は
、
本
条
注
（
1
）
に
既
出
（
そ
の
注
（
1
）
を
参
照
）。

（
3
）
記
録
者
―
底
本
は
記
録
者
を
欠
く
。

［
里
15
・
53
／
二
七
・
五
十
三

（
１
）

］

本
　
文

吾
道
一
以
貫
之
、
譬
如
聚
得
散
錢
已
多
、
將
一
條
索
來
一
串
穿
了
。
所
謂
一
貫
、
須
是
聚
箇
散
錢
多
、
然
後
這
索
亦
易
得
。
若
不
積
得
許
多
錢
、

空
有
一
條
索
、
把
甚
麼
來
穿
。
吾
儒
且
要
去
積
錢
。
若
江
西
學
者
都
無
一
錢
、
只
有
一
條
索
、
不
知
把
甚
麼
來
穿
。
又
曰
、
一
、
只
是
一
箇
道

理
貫
了
。
或
問
、
忠
恕
、
曾
子
以
前
曾
理
會
得
否
。
曰
、
曾
子
於
忠
恕
自
是
理
會
得
了
、
便
將
理
會
得
底
來
解
聖
人
之
意
、
其
實
借
來
。
直
卿

問
、
一
以
貫
之
、
是
有
至
一
以
貫
之
。
曰
、
一
、
只
是
一
箇
道
理
、
不
用
說
至
一
。

校
　
勘

（
1
）
本
条
は
、
楠
本
本
「
子
曰
參
乎
章
」
に
は
無
い
。

訓
　
読

「
吾
が
道
は
一
以
て
之
を
貫
く
」
は
、
譬た

如と

へ
ば
散
錢
を
聚
め
得
る
こ
と
已
に
多
く
し
て
、
一
條
の
索
を
將
ち
來
り
て
一
串
に
穿
ち
了
は
る
。

所い
は
ゆ
る謂
一
貫
は
、
是
れ
箇
の
散
錢
を
聚
む
る
こ
と
多
き
を
須ま

ち
て
、
然
る
後
に
這
の
索
も
亦
た
得
易
し
。
若
し
許
多
の
錢
を
積
み
得
ず
し
て
、
空

し
く
一
條
の
索
有
れ
ば
、
甚
麼
を
把
り
來
り
て
穿
つ
や
。
吾
が
儒
は
且ま

づ
去
き
て
錢
を
積
む
を
要
す
。
江
西
の
學
者

（
１
）

の
若
き
は
都す

べ

て
一
錢
無
く
、
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只
だ
一
條
の
索
有
る
の
み
に
し
て
、
知
ら
ず
、
甚
麼
を
把
り
來
り
て
穿
つ
や
。
又 

曰
は
く
、
一
は
、
只た
是
だ
一
箇
の
道
理 

貫
き
了
は
る
、
と
。

或
ひ
と
問
ふ
、
忠
恕
は
、
曾
子 

以
前
に
曾
て
理
會
し
得
る
や
否
や
、
と
。
曰
は
く
、
曾
子
は
忠
恕
に
於
て
自お

の
づ是

か
ら
理
會
し
得
て
了
は
れ
ば
、

便
ち
理
會
し
得
る
底も

の

を
將
ち
來
り
て
聖
人
の
意
を
解
す
る
も
、
其
の
實
は
借
り
來
る
、
と
。
直
卿

（
２
）

問
ふ
、「
一
以
て
之
を
貫
く
」
は
、
是
れ
至

一
有
り
て
以
て
之
を
貫
く
や
、
と
。
曰
は
く
、
一
は
、
只
是
だ
一
箇
の
道
理
に
し
て
、
至
一
と
説
く
を
用
ひ
ず
、
と
。（

３
）

口
語
訳

「
吾
が
道
は
一
以
て
之
を
貫
く
」
は
、
譬
え
る
と
ば
ら
銭
を
多
く
集
め
て
、
一
本
の
紐
で
刺
し
貫
い
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
一
貫
は
、
必
ず
こ

の
ば
ら
銭
を
多
く
集
め
て
こ
そ
、
初
め
て
紐
も
手
に
入
れ
や
す
い
。
も
し
銭
を
多
く
積
む
こ
と
が
で
き
ず
、
虚
し
く
一
本
の
紐
が
有
る
だ
け
な

ら
ば
、
何
を
貫
く
と
い
う
の
か
。
我
々
儒
者
は
先
ず
銭
を
積
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
江
西
の
学
ぶ
者
の
場
合
は
ま
っ
た
く
一
銭
も
無
く
、
た
だ
一
本

の
紐
が
有
る
だ
け
で
、
何
を
貫
く
と
い
う
の
か
。

ま
た
言
わ
れ
た
、「
一
は
、
た
だ
一
つ
の
道
理
が
貫
い
て
い
る
」
と
。

あ
る
人
が
質
問
し
た
、「
忠
恕
に
つ
い
て
は
、
曾
子
は
以
前
か
ら
分
か
っ
て
い
た
の
で
す
か
」
と
。

答
え
て
言
わ
れ
た
、「
曾
子
は
忠
恕
に
つ
い
て
は
分
か
っ
て
い
た
の
で
、
分
か
っ
て
い
た
こ
と
で
聖
人
の
意
図
を
理
解
し
た
の
だ
が
、
実
際

に
は
借
用
し
た
の
だ
」
と
。

直
卿
（
黄
榦
）
が
質
問
し
た
、「「
一
以
て
之
を
貫
く
」
は
、
至
一
が
貫
い
て
い
る
の
で
す
か
」
と
。

答
え
て
言
わ
れ
た
、「
一
は
、
た
だ
一
つ
の
道
理
で
あ
っ
て
、
至
一
と
言
う
に
は
及
ば
な
い
」
と
。
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注（
1
）
江
西
の
學
者
―
「
江
西
學
者
」
は
、
前
の
（
里
15
・
52
）
条
に
既
出
（
そ
の
注
（
１
）
を
参
照
）。

（
２
）
直
卿
―
「
直
卿
」
は
、
黄
榦
、
直
卿
は
字
、
号
は
勉
斎
、
福
州
閩
県
（
福
建
省
）
の
人
。
一
一
五
二
―
一
二
二
一
。「
語
録
姓
氏
」
に
は
記
録
年
次
を
記
し

て
い
な
い
。
朱
子
の
高
弟
の
一
人
で
あ
り
、
女
婿
で
も
あ
る
。
ま
た
『
朱
子
行
状
』
の
著
者
で
も
あ
る
。『
宋
元
学
案
』
巻
六
十
三
・『
年
攷
』
第
三
〇
頁
・

『
門
人
』
第
二
六
一
頁
・『
書
院
』
第
六
七
頁
な
ど
を
参
照
。

（
３
）
記
録
者
―
底
本
は
記
録
者
を
欠
く
。




